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長年、書物と縁の深い生活をしてきて瞠目させ

られるのは、情報収集機能の変貌ぶりである。

私が学生であった約半世紀前は、コピー機能さ

えほとんど無いに等しかった。借りたノートも手

書きで写すので、“真面目”な女子学生のノート

は試験期になると人から人へと泳いでいってしま

い、肝腎の持ち主が試験を受けられなかった、と

いう笑えない思い出もある。本の入手自体がなか

なか困難であったので、大学院生時代に研究資料

を求めて京都の同志社大学に行き（まだ新幹線も

なかったころの話である）、１頁ずつ写真を撮り、

現像したものを辛うじて判読したこともあった。

一足飛びに聖学院時代の話になるが、大学創立

から数年後のこと、蔵書検索方式を、カードから

徐々に PCに移行しようという話が初めて教授会

に出たとき、一老教授が延々と大反対演説をさ

れ、図書委員長として提議した私が立ち往生して

しまった場面もあった。かつてカードボックスが

占めていたスペースが今は読書の場となり、周囲

に置かれた PCを学生たちが自在に操っている光

景をみると、まさに隔世の感がある。私自身の最

近の経験を一つご披露しよう。他大学の先生方と

の共同研究の成果を本にすることになり、代表者

の先生から、電子媒体で発表したいが、という知

らせがあった。書物世代の私は大いに驚いて、そ

れはかまわないが、ぜひ書物にもして下さい、と

懇願した。本でないと読んでもらえないだろう、

と思ったのである。ところがこの話を図書館でし

たところ、「先生、今は書物よりも電子媒体の方

がずっとアクセスが多いんです」と聞かされ、図

書館長の身でありながら…、と自分の不明を大い

に恥じ入ったのであった。

電子化された図書館資料の利用については、「ぱ

ぴるす」第４７号に河島茂生先生が書いておられる

が、インターネットをいかに使いこなして情報を

集めるかが、よい研究成果をあげる重要な鍵とな

る時代である。学生の皆さんは、瞬時に得られる

厖大な情報を駆使し、そこで浮いた時間や労力を

勉学に振り向けて、よい研究成果につなげてほし

いと切に願っている。

こうした推移をみると、重くて場所をとる書物

などというものは、いずれ不要になる時が来るの

ではないか、という気がしてくる。ところが最近、

情報技術の最先端で仕事をしておられる方々の中

に、いわゆる古版本や初版本、古書などに関心を

寄せる方が意外に多い、ということに気がつい

た。現在、私のもとで博士論文を作成中の Kさ

んは、全国の大学図書館の中でも有数の最先端設

備で知られる K大学図書館の司書をしており、

情報学関係の研究で修士号を取得された方だが、

一方でヨーロッパの印刷技術の黎明期に並々なら

ぬ関心を抱いており、１６世紀の印刷業者・出版者

として名を残している C. プランタンという人物

の記念館を、同好の士たちとベルギーのアントワ

ープに訪ねたりするほどの熱の入れようである。

私自身はどちらかと言えば、特に専門分野に関

しては、「本は内容がわかればよい」と考える方

なのだが、子どものころや青春時代に手にした本

にはやはり特別な思い入れがある。私の書棚の片

隅には、昭和初期に出版された、ボロボロの分厚

い『グリム童話集』や、「キンダー・ブック」、「講

談社の絵本」、敗戦直後の少女雑誌や少女小説の

復刻本などがそっと置いてある。また大学図書館

４F閲覧室の一隅には、（多くは復刻本であるが）

夏目漱石、芥川龍之介、堀辰雄などの著作の古い

版が置かれていて、その感触は私を、それらを初

めて手にした若い日へといざなってくれる。

そもそも本誌の題名「ぱぴるす」とは、古代エ

ジプトで文書を記すために草から作られた紙のこ

とである。実に図書館は、時空を超えた世界へと

人々を運んでくれる「魔法の建物」と言うべきで

はなかろうか。

（図書館長 アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科 教授）

第４８号（２００９年春）
祝卒業・
新入生歓迎号聖聖学学院院大大学学総総合合図図書書館館報報

図書館あれこれ
鵜沼 裕子

1― ―



大学を評価する目安は、図書館の規模・設備・
蔵書の数・開設状況・貴重書・特色のある蔵書の
所有などで、その大学を評価するために訪れた人
は先ずはじめに図書館を視察する。時間に余裕の
ある場合は、（何時間でも様々な本と出合うため
に）図書館中を散策していれば、思いがけない本
とめぐり合うことも出来るが、あらかじめその図
書館にどんな特別な蔵書があるかを知っておくこ
とも大切である。特殊な貴重書を蔵書として保存
している図書館では、その書が世界的に有名にな
れば、多くの外国人がその書を見るために入場料
を払ってまで遠路はるばる訪れる場合もある。
１９９９年の秋にアイルランド国立大学ダブリン校
へ客員研究員として訪れた時に、「ケルズの書」
で名高いダブリン大学（トリニティ・カレッジ）
の図書館を訪れたことがある。１２００年前につくら
れたと言われる「ケルズの書」はこの図書館の最
大規模を誇る蔵書のうちでも、最も有名な本であ
り、世界で最も美しい本であるといわれるので、
読むためではなく、見るために多くの人が訪れ
る。私もその一人であったが、「ケルズの書」を
一目見るために長蛇の列の後ろに並んだ時には、
その物々しい厳戒態勢に驚いたものである。「ケ
ルズの書」は西欧最高のラテン語で書かれた写本
であり、アイルランドの国宝と言うより「世界の
国宝」と呼ばれている。防護ケースに収まった美
しい写本を見ていると悠久の時を超えて、修道士
たちが熱心にイエス・キリストの生涯を綴ってい
る風景が蘇えってくる。
ところで、聖学院大学の蔵書の中で特色ある書
物は聖書の歴史がはっきりと理解される数々の古
い聖書で、図書館長室の貴重書棚に保管されてい
る。たとえば、「摩太福音書（復刻）」や印刷技術
を発明したドイツ人グーテンベルグが刊行した最
初の活字印刷の聖書「グーテンベルグ聖書（ドイ
ツのマインツにあるグーテンベルグ・ミュージア
ム所蔵の複製版）」、マルチン・ルターが始めてド
イツ語に翻訳した聖書「ルター訳聖書（復刻）」、
など珍しい聖書が陳列されている。さらに本学図
書館の特徴はドイツのヴュルツブルグ大学の故ゴ
ットホルト・ミュラー教授（組織神学）の蔵書１

万４千冊からなるミュラー文庫である。この蔵書
は単なる神学書だけではなく文学・哲学・歴史な
どの書物が、ミュラー先生によって深く読み込ま
れたあとが歴然と残る生々しさで、陳列されてい
る。これらの蔵書を眺めていると、重厚な学問の
息吹が伝わり、人間の英知がいかにして培われて
ゆくのかを知ることができる。図書館とはこのよ
うに時の流れを忘れさせ、優雅な心を取り戻して
くれる最高の癒しの場でもある。

（人間福祉学科 教授）

癒しの場としての図書館
丸山 久美子
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ライブラリー・アシスタントから、
みなさんへメッセージ

１０５P０４７ 小嶋 大隆

出会い
１０６J０８８ 成田 義樹

私は入学と同時にライブラリー・アシスタント
として図書館で働く事になり、いつのまにか４年
間続けていました。４年間図書館で働くと、この
図書館がどんなに学生生活の役に立っているかと
いうのを身にしみて感じます。
図書館の中は、にぎわう憩いの場とは違い、静
かでとても勉強しやすい環境となっていて、試験
期間には最後の追い込みをする学生にとって理想
的な場所と言えるでしょう。さらには膨大な資料
はもちろんパソコンや印刷機があることにより、
レポートのシーズンになればたくさんの学生が図
書館で資料集め、パソコンと印刷機を使いレポー
トを作成している姿を見ます。私も図書館での勉
強とレポート作成がどんなに効率がいいかすでに
体験済みです。
他にもただ勉強するためだけに図書館に行くの
ではなく、視聴覚コーナーでは映画を借りる事が
できるので、空き時間にブースを借りて映画を見
る学生が多いです。私自身も授業が休講になった
りしたときには、図書館で映画を見て過ごしてい
ました。変則的な大学の時間割の中で、次の授業
まで何時間も空きがある場合は何もしないで時間
を過ごすより、図書館で映画を見て過ごしてはい
かがでしょうか。
秋学期後半になると、スーツを来た学生を図書
館で見るようになりますが、彼らは就職活動中の
学生たちです。彼らが何をしているかと言うと、
パソコンで求人を見て説明会の予約や履歴書を朝
から何枚も書き、視聴覚コーナーを利用し就職ガ
イダンスのビデオを見たりしています。
もうおわかりになるでしょうが、図書館とは大
学生活を過ごす中で、切っても切り離せない場所
です。新入生も在校生も積極的に図書館を利用し
ましょう。職員やライブラリー・アシスタントが
皆さんの力になり、充実した大学生生活を送れる
はずです。

（政治経済学科 ４年）

私にとって本とは何だろう。そう考えて部屋を
眺めていると、様々な本が目に入ってくる。古典
作品があれば現代のエッセイもある、近代作家も
いるし宗教哲学の本もある。部屋を眺めてみるだ
けでも、自分が多くの本に囲まれて生活をしてい
ることがわかる。ためしに鞄の中を覗いてみた
ら、三冊の単行本が入っていた。通学中に読もう
と思って入れておいたものだ。片道四十分の電車
の中、三冊もの本をどうやって読む気だったのだ
ろうかと思うと、我ながら呆れてしまう。それで
も私はまた大量の本を抱えながら、学校に通うの
だろう。私にとって本とはそういうものだ。本に
は思わず声を出して笑ってしまうものがある。頭
を殴られたような衝撃を受けるものがある。誰か
に伝えたくなるほど感動するものがある。本を開
くたび、ページをめくるたびに多くの《出会い》
が待っている。たとえ同じ本でも、読むたびに新
鮮な《出会い》がある。落ち込んだときに読んだ
り、新しい知識を得た後に読んだりすると同じ本
だったはずなのに、その本は違った表情をしてい
る。本はいつでも私と何かを出会わせてくれる。
そして、そんな本と私の《出会い》の場をつく
ってくれているのが、図書館だった。
今、私は図書館で働く人、つまり図書館司書の
資格を取るための授業を受けている。その授業の
中で忘れられない言葉があった。それは、「司書
の仕事とは本と人とをつなぐ懸け橋になることで
す。」というものだ。この言葉を聞いたとき、司
書の仕事はなんてやりがいのある仕事なんだと本
気で思った。そして、司書が本と人とをつなぐ懸
け橋であると同時に、図書館というもの自体も本
と人とをつなぐ懸け橋なのだと思う。それを言い
換えるとやはり《出会い》になるのではないか。
図書館には四年間あっても読みきれないほどの本
が置いてある。だからこそ、図書館や司書という
懸け橋を通してつながった、本との《出会い》ひ
とつひとつを大切にしていってほしい。

（日本文化学科 ３年）

ぱぴるすNo.48 2009.3
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「官報情報検索サービス」とは…
かんぽう

「官報」に掲載された記事を検索し、本文を読むことができ
るデータベース。昭和２２年５月３日から当日分までを収録して
います。
検索方法は、日付検索と記事検索があり、日付やキーワード

から簡単に記事を探せます。

「官報」って？
法令や条約、法令に基づいて掲載される告示、広告、国会事

項、官庁報告、叙位・叙勲などの情報を掲載する国の機関紙。
独立行政法人国立印刷局が編集し、日刊（土日・祝日・年末年
始は休刊）で発行しています。国が知らせたいこと、知らせな
くてはいけないことが「官報」には掲載されています。

どうやって使うの？
図書館職員による代行検索を行っています。図書館のカウン

ターで調べたい法令や記事、キーワードなどを申し出れば、職
員が検索した結果を提供します。

図�データベース INDEX

図�日本法令索引

法法令令やや条条約約をを調調べべるるなならら……

法令（現行法令・廃止法令・法律案）や条約の沿革、審
議経過を調べるなら「日本法令索引」（国立国会図書館提
供）〔図�〕、現行法令の本文は「法令データ提供システム」
（総務省提供）〔図�〕がおすすめ。
どちらも本学図書館のホームページから利用できます。
聖学院大学総合図書館HP→データベース INDEXはこ
ちら→データベース INDEX〔図�〕→法律・判例を探す

図�法令データ提供システム

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索索ササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」 ２００８年度導入新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーータタタタタタタタタタタタタタタタタタタタベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

スススススススススススススススススススス

い ちゅう し

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeebbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」 ２００９年度導入予定

国内医学論文情報データベース「医学中央雑誌」のインターネット版。約５，０００誌から収録された約６００万
件の論文情報を収録。学内のPCから利用可能。本学図書館HPからアクセスできます！人間福祉学部の方
に特にお勧めのデータベースです。使い方の詳細は図書館ハンドブックまたはカウンターまで。
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今回は図書館の玄関である１階をご紹介します。

入館ゲート

入り口のゲートに学生証を suicaのようにタッ

チしてください。新しい世界への第一歩を踏み出

しましょう！ただし無理やりゲートをこじ開けた

り、友達の学生証で入るのはルール違反です！

カウンター

せっかく図書館を利用するのですから、図書館

員をつかわない手はありません！困ったことがあ

りましたら遠慮なく私たちにご相談ください。貸

出・返却はこちらで受け付けます。

参考図書

辞書、事典、年鑑、白書など、調べ物の第一歩

となる参考図書があります。インターネットを開

く前に、まず参考図書を開いてみましょう。

文庫本・新書

携帯もいいけれど、たまには電車で読書はいか

がですか？持ち運びしやすい文庫本や岩波新書が

おすすめです。岩波新書は発行順に並んでいます。

新着図書

新しく図書館に入った本がみなさんを出迎えま

す。話題のアノ本が見つかるかもしれません�
展示コーナー

源氏物語、三国志など、そのときに話題となっ

ているテーマの資料を、展示ケースと１階通路に

展示しています。時空を超えてやってきた世界に

想いを馳せてみませんか？

デスクトップPC／プリンター

館内のデスクトップ４０台のうち、２０台は１階に

あります。プリンターも３台あり、ネット検索や

レポートの作成に最適なフロアです。

コピーコーナー

このたび、念願のカラーコピー機が図書館に登

場しました。せっかく作る資料です、きれいにか

っこよくしたいですね。白黒１０円、カラー５０円。

マイクロ資料室

マイクロ資料の利用ができます。利用の際はカ

ウンターにお声がけください。

�法人内３つの図書館で相互協力体制スタート
大学・聖学院中高・女子聖学院中高の３館で蔵

書検索を共同構築しました。検索対象を「全て」

にすると３館の資料が同時に検索できます。また

資料の取り寄せ、貸出もできます。

�学術情報発信システム「SERVE」構築
本学の研究・教育活動成果を電子的に収集・保

存し公開するシステム「SERVE（サーブ）」が構

築・公開されました。

�「図書館と県民のつどい埼玉２００８」へ参加
埼玉県立図書館主催「図書館と県民のつどい埼

玉２００８」（１１月１日・浦和コミュニティセンター）

に他の５機関と参加。本学は「BIBLE 和訳聖書

の歴史」「ひらめきときめき図書館探し」を展示。

�レファレンス・カウンターを充実
皆さんの質問・相談により対応するために、レ

ファレンス・カウンターを充実させ、１階カウン

ター担当者を３名に増員しました。

�２階閲覧室の椅子を新しく
２階閲覧室の椅子を一新しました。閲覧室の雰

囲気が変わりました。

�展示コーナーの拡大
展示ケースから１階の通路へとコーナーが拡大。

直接手にとれる資料が並んでいます。この資料は

貸出も可能です。あわせてパンフレットもどうぞ。

図書館の設備
（２００９年１月３１日現在）

Ⅰ 閲覧室
閲覧座席数 ３１５席 利用者用プリンタ ４台
デスクトップ PC ４０台 複写機 ２台
ノート PC ２０台 マイクロリーダー １台
視聴覚ブース １７席

Ⅱ 視聴覚機器
テレビ １０台 DVDプレーヤー ５台
テレビデオ ７台 LDプレーヤー ２台
ビデオプレーヤー １台 CDプレーヤー １台
DVD・ビデオプレーヤー ３台 カセットプレーヤー １２台

大学図書館って
どんなとこ？？

ppaarrtt２２
～～11階階編編～～

２００８年度図書館の主な動き

図書館司書課長の市來陽子さんが、１１月１３日に
逝去されました。最後まで図書館の運営、改善に
尽くされました。
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資料借用 １５７

（内、学生・院生５３）

資料貸出 ４８

複写依頼 ８３５

（内、学生・院生５４９）

複写受付 ３２２

紹介状発行 １０

（内、学生１）

紹介状受付 ０

視聴覚コーナー利用 １，６３３

館内ノートPC貸出 ４，９４６

文献検索 ３８

� その他（他館との協力等）
（２００８年４月１日～２００９年１月３１日）

� その他の蔵書資料数
和雑誌（紀要・寄贈含） ４５３ カセットテープ １，０８１
洋雑誌（寄贈含） １１３ ビデオ・LD･DVD ２，８３８
スライド ３４ CD ９９７
マイクロ資料 １５，３２２ CD-ROM ５３９

� 蔵書冊数
和書 洋書 合計

総記 １０，２９７ １，３９４ １１，６９１
哲学・宗教 ２０，２７１ １５，８４６ ３６，１１７
歴史・地理 １７，４５２ ３，０８５ ２０，５３７
社会科学（含教育学・福祉） ７４，００６ １８，０７８ ９２，０８４
自然科学（含医学） １１，９２７ １，２９１ １３，２１８
工学（含家事） ６，８１６ ４８６ ７，３０２
産業 ４，９０９ ４５６ ５，３６５
芸術（含楽譜） ９，３４０ ８７８ １０，２１８
語学 １０，５４０ ２，８６２ １３，４０２
文学 ４０，１２８ １３，３５５ ５３，４８３
その他 ９，０３５ ５，０５４ １４，０８９
合計 ２１４，７２１ ６２，７８５ ２７７，５０６

和書 洋書 合計
総記 ６２３ ０ ６２３
哲学・宗教 １，６４３ ４３ １，６８６
歴史・地理 １，１５４ ２ １，１５６
社会科学（含教育学・福祉） ６，４５９ ２４ ６，４８３
自然科学（含医学） ６７３ １ ６７４
工学（含家事） ３０６ ０ ３０６
産業 ２３４ ０ ２３４
芸術（含楽譜） ７８２ １０ ７９２
語学 ９２９ ２８ ９５７
文学 ３，４４１ ５５ ３，４９６
その他 １，２０６ ３３ １，２３９
合計 １７，４５０ １９６ １７，６４６

� 館外貸出冊数（図書・製本雑誌）：分類別
（２００８年４月１日～２００９年１月３１日）

学生・院生・履修生のみ

� 図書館の推移
学生数 蔵書数 年間受入冊数 開館日数 貸出冊数 図書費

２００８ ２，８２７ ２７７，５０６ ６，５７０ ２８０ １７．６ ３０，５８３
２００７ ２，８７５ ２７３，８７７ ８，１４８ ２７６ １７．９ ３２，２６７
２００６ ２，９６９ ２６４，６７３ ７，８６９ ２７６ １９．５ ３２，３４５
２００５ ２，９６８ ２５４，９２１ ６，８７８ ２３２ １８．４ ２９，７００
２００４ ２，９３８ ２４７，２５０ ８，２８７ ２７５ １７．５ ３０，４００
２００３ ２，９２９ ２４２，３６８ ６，２２０ ２７５ １７．６ ３０，３４４
２００２ ２，９３１ ２３５，７４５ ６，２２３ ２７１ １８．４ ３３，８０５
２０００ ２，５４９ ２１９，３６８ ６，７６９ ２７４ １８ ３５，８０５
１９９５ ２，１３７ １６３，５０６ １３，４３８ ２７１ ２１．５ ３９，７００

１９８５
１９８０

１，００５
８７７

５１，０００
３６，０００

５，０４３
２，５９９

２８４
２３６

１０．１
６．８

１２，３９９
７，５８８

１９７５ ７６３ ２２，０００ ４，２６５ １８３ ３．５ ３，７５４

人 冊 冊 日 千冊 千円

１９９０ １，７６９ ９６，７５２ ８，１９５ ２８０ １１．８ ２２，６５０

１９７０ ４４０ １４，０００ １，２９６ ２３９ ２．１ １，３４０

規程の変更に伴い、１９９９年以降は消耗品図書も含めた冊数とした。
１９６７ １２５ ７，０００ 〔２４７〕〔１．４〕 〔１３８０〕
１９６８ ２５６ １０，０００ ２，８３８ 〔２４７〕〔１．４〕 〔１３８０〕

２００８年図書館の統計
（２００９年１月３１日現在）

発行・編集 聖学院大学総合図書館
〒３６２‐８５８５ 埼玉県上尾市戸崎１番１号
電話０４８‐７２５‐５４６１ FAX０４８‐７８０‐１０９６
E-mail lib@seigakuin-univ.ac.jp
URL http://seiglib.seigakuin-univ.ac.jp/

所属・学年 図書（製本含む） 未製本雑誌 CD-ROM CD カセット

アメ・ヨ文化 ２年 ９０ ３ ０ ０ ０
１年 ２５８ ３ ０ １ ０
後３年 ３８１ １ ０ ２ ０
後２年 １１６ ０ ０ ０ ０
後１年 １５３ ０ ０ ０ ０

人間福祉 ２年 ２２４ １１ ０ ０ ０
１年 １５５ ４３ ０ ０ ０

科 目 等 １３５ ６ ０ ０ ０
大学院生小計 １，８０４ ６９ ０ ３ ０
政治経済 ４年 ４４２ ６ ２ ２ ０

３年 ７８５ ５３ ２ ２ ０
２年 ５３９ ４ ３ ７ ０
１年 ４８６ １ ２ １１ ０

コミュニティ政策 ４年 ３０４ ３ ４ ０ ０
３年 ４０１ ６ ３ ３ ４
２年 ２３７ ９ ２ ４ ０

欧米文化 ４年 ６５８ ４ ０ ８ ０
３年 ７６３ ０ ０ ２５ ０
２年 ３９９ １ ０ ８ ０
１年 ５５６ ０ １ ７ ０

日本文化 ４年 １，００２ １７ ０ ３ ０
３年 １，３０２ １８ ３ １６ ０
２年 １，１９２ ９ ２ ８ ０
１年 ８６１ ６ ０ １ ０

児 童 ４年 ７２７ ８ ２ ０ ０
３年 １，５００ ３０ １ ４ ０

人間福祉 ４年 ５２６ １３ １ ０ ０
３年 ５４０ １９ １ ０ ５
２年 ３６１ ２ １ １４ ０

政治政策 ２年 １６８ １ ０ ０ ０
１年 １２４ １ ０ ０ ０

科 目 等 ２１ ０ ０ ０ ０
学 部 生 小 計 １５，８４２ ２３８ ３４ １３１ ９
院生・学生合計 １７，６４６ ３０７ ３４ １３４ ９

� 館外貸出冊数：学科・学年別
（２００８年４月１日～２００９年１月３１日）

２年
１年

１，３９３
３１５

１０
０

３
０

４
０

０
０

１年 ３０３ ６ １ ２ ０

１年 ２２９ １３ ０ ２ ０
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